
中期経営計画（2026年４月～2029年３月）

本中期経営計画の概要本中期経営計画の概要

計画名称

計画期間

第2次中期経営計画 「Speed  ＆  Challenge  ～変革から成長へ～」

役職員が地域課題の解決にスピード感を持って果敢にチャレンジしていくことで、ステークホルダー（お客さま・株主・行
員・地域）に必要とされる銀行グループへ成長することを目指します。

目指す姿

本計画は、第１次中期経営計画から継承する「インテグリティの浸透」を引き続き図っていくとともに、長期ビジョン「Only 
One Partner　～変わる　超える　つくる～」からバックキャストで設定した戦略により、これまでの延長線上にはない
「南日本銀行グループ」に成長していく3年間とします。

本計画の
位置づけ

戦 略
・

施 策

人材戦略

DX戦略

パートナーシップ戦略

グループ体制の強化

経営基盤強化

ガバナンス強化

「インテグリティ」の浸透 「パーパス」の実践 「対話」の充実

2026年4月～2029年3月

「人材戦略」×「DX戦略」⇒「パートナーシップ戦略（なんぎんファン）」

基 本 施 策

コア戦略 重点施策

中期経営計画についての詳しい内容は、当行HPにてご覧いただけます

　本計画は、第1次中期経営計画から継承する「インテグリティの浸透」を引き続き図っていくとともに、長期ビジョン
（10年後のありたい姿）を策定し、そこからバックキャストで設定した戦略により、これまでの延長線上にはない「南日本
銀行グループ」に成長していく3年間とします。

第2次中期経営計画第2次中期経営計画

長期ビジョン（10年後のありたい姿）長期ビジョン（10年後のありたい姿）

本計画は『10年後のありたい姿』の具現化に向けた『成長ステージ』

2023年４月～2026年３月（3年）

変革ステージ

地
域
で
の
シ
ェ
ア
拡
大

2026年４月～2029年３月（3年） ～2036年３月（10年後）

現在

本中計の位置づけのイメージ

出口戦略ステージ 変革ステージ 成長軌道へ

・新型コロナウイルス感
染症の影響により一段
と厳しい状況にある事
業者及び個人のお客さ
まにしっかりと寄り添
い、地域経済の回復・活
性化を図る。

・日本一の金融包摂を担
保できるに足る新たな
資本増強策も検討しな
がら、公的資金の第5次
経営強化計画内での早
期完済を確保する。

・公的資金完済後の当行の
持続可能なビジネスモデ
ルの土台を作る。

・将来の成長に向けた大胆
な構造改革を行いながら、
「自発的に考えて行動でき
る人材」を増やし、組織を
一段と強くしていく。

“つながり”の強さで、地域の輝く未来をつくる
パーパスを軸に様々な変化に対応していく。
トライアル＆エラーを繰り返す。

当行の
あるべき姿

現在

第１次中期経営計画
「インテグリティある組織への変革」

成長ステージⅠ

第2次中期経営計画
「Speed  ＆  Challenge
　　　　　　～変革から成長へ～」

長期ビジョン
（10年後のありたい姿）

Only One Partner
～ 変わる  超える  つくる ～

インテグリティある組織

パーパス
『“つながり”の強さで、
　　　　地域の輝く未来をつくる』

地域での預貸金シェア
→現状の約2倍

※バックキャスト・・・将来の目標や理想像を
先に描き、現在から将来を予想するのでは
なく、将来から現在へと逆算して戦略や施
策を設計する考え方。

バックキャストバックキャスト
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